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しかるべき条件を結びつけて富を生産する作用を発揮せしめなければならぬ。
したがって投資は新しい設備投資のほかに，設備資本を稼働するための投資も
必要であるわけである。
しかも巨大な設備資本は巨大な生産能力として巨大な需要壱必要とするはず
である。それゆえに需要が減退した場合，生産を縮小することは設備資本音遊
休せしめることになるので困難である。また普通にこの設備資本を他の需要の
生産ヒ転用することも困難であるので，競争社会においてはこのような巨大な
設備資本壱有する競争生産者は，たがいに市場を激しく争うから過剰生産が起
りやすい。
最後に設備投資は今日社会的間接投資として行われるものが少なくない。個
々の企業はめいめい直接に必F要とする設備投資を行うが，鉄道，道路，港湾，
水利，電力などの設備については国家あるいはこれに準ずるものが社会的に投
資することが多くなった。これらの投資は個々の企業にとってももとより必要
であるが，私的企業者の投資の対象としては不適当であれことに資本蓄積の
乏しい段階では困難であるので，財政的方法壱用いて行われよう。
